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「英語による表現力の育成をめざして」

－誤答分析をもとにした補助教材を使って－

稲岡 信之。大西 光興。加藤 裕司。久保木 清

辻 弘。中村 豊。長谷川 和則

はじめに

昭和59年度に本校の中学3年生から高校3年生を対象に行った「英語表現力調査」で，日本

語の言い回しの影響による誤りと考えられるものがあり，原因として次の3点があげられた。

1．日本語の格助詞「の」「に」「へ」「と」「で」などと英語の前置詞や接続詞とを一対一で結

びつける。

2．日。英語の意味範囲の違いを十分知らないため，英語の名詞。代名詞。動詞。形容詞。副

詞などを日本語の意味範囲で使用する。

3・・日。英語の慣用的表現法の違いを十分知らないため，日本語のそれをそのまIま英語に直訳

的に持ち込もうとする。

そして，昭和60年度実施の「英語文法力調査」で正答率が低かった文法項目のworst5ほ以

下のとおりである。

1．形容詞。副詞（22．1％） 2．関係詞の省略（23．7％） 3．話法（24．2％）4．仮定法

未来（39．3％） 5．冠詞（40．3％） ☆（ ）内ほ正答率

上記の2つの調査。分析の結果出てきたこれら8つの項目は，生徒が英語による表現力を身に

つける際，特にネックになる項目と考えられる。そうすると，これらの項目をなんらかの形で補

強指導していくことが必要となる。そこで今年度は，その補強指導策として補助教材を作成し，

それを授業の中で用いてみることにした。

補助教財「英語表現演習テキスト」

補助教材「英語表現演習テキスト」ほ，上記の8項目をカバーする例文を辞書等から収集し，

それらを語彙。構文の難易度から（1）普通，（2）やや難の2つに分類し作成したものである（資料1

参照のこと）。

引用辞書等は次のとおりである。

1．小学館ランダムハウス英和大辞典
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2．小学館英和中辞典

3．小学館和英中辞典

4．研究社ライトハウス和英辞典

5・LongmanDictionaryofContemporaryEnglish

6．ChambersUniversalI」earner’sDictionary

7・TbeRandomHouseDictionaryoftheEnがishLa咽uage

8・TileMostCommonMistakesinEnglisbtJsage

9・PracticalEnglishUsage

lO・ACommunicativeGrammarofEnglish

ll．英語発想IMAGE辞典（朝日出版社）

12．基礎からよくわかる英語‡（旺文社）

この補助教材を用いて高校1年から高校3年の授業時に，9月中旬から10月中旬までの1ヵ月

問指導してきた。その効果ほどのように現れているであろうか。

Ⅲ pretestとposttestの結果分析

「英語表現演習テキスト」を使っての指導前と指導後に，25問からなる4肢選択問題（「英語

表現力基礎調査」。資料2参照のこと）をマークシート方式で行った。

まず，各学年の平均正答率の推移を見てみよう。

pretest （％） posttest （％） post－pre（％）

高1 48．6 90．0 41．4

高 2 57．1 82．6 25．5

高 3 65．5 82．1 16．6

いずれの学年でも両テストの差ほ有意である。特に，高ユでその差が41．4と非常に高いのが目

につく。

個々の問題に視点を映して正答率の推移を見てみよう。ここでほ各学年のpretest

5をもとにして見ることにする（資料3参照のこと）。

pretest （％） posttest （％） post－pre（％）

問 4 7 62 55

問12 9 90 81

問 1 14 98 84

問 22 14 79 65

問10 22 89 67
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pretest （％） posttest （％） post－pre（％）

問 1 11 78 67

問12 17 63 46

問 4 17 52 35

問13 18 59 41

問 ユ0 25 66 4ユ

pretest （％） posttesも （％） post－pre（％）

問 1 9 49 40

問13 21 69 48

問12 25 46 21

問10 27 59 32

問 22 29 63 34

pretestではworst5であった各問題の正答率がそれぞれの学年において有意差を持って高く

なっていることがわかる。

さて，preteSt及びposttestの両方においてworst5に入っている問題項目ほ何かを次に見

てみたい。

テスト

ワースト pretest（問題番号） 、pOStteSも（問題番号）

高 1 高 2 高 3 高 1 高 2 高 3

1 4 1 1 23 4 12

2 12 12 13 4 13 1

3 1 4 12 22 23 10

4 22 13 10 10 12 22

5 10 10 22 12 10 4

pretestで全学年に表われている問題項目ほ1，12，10の3項目であり，pOStteStでのものは

4，10，12の3項目である。これらのことから，preteSt及びposttestに共通して表われている

問題項目は10と12であるこ′とがわかる。さらに問題項目の4も両テストにおいて，特に高1，高

2ではworst3位までに入っており習得困難度が高いとみてよかろう。また，問題項目23ほpost

testにおいて目立って出てきたものであり，高1でworstl位，高2でworst3位そして高3

でworst6位であった（資料参照のこと）。これらの習得困難度が高いと思われる問題項目を整

理してみると，以下のとおりである。

問4 仮定法現在

4．彼女ほ彼が勘定を払うことを強く要求した。

Sheinsistedthatbe（①pay②pays④paid④willpay）thebill．
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問10 慣用表現

10．彼ほ顔ほ知っているが，話したことはない。

Ⅰ（①knoⅥ7himbyhisface②knowhimonlook④knowhimbyhislook④knowhimby

Sight），butIbavenevertalkedtobim．

問12 後位の形容詞的修飾語句

12．関係した人達ほ警察にとどけられた。

（①Tbepeopleinvolved④Theconnectedpeople④Therelatedpeople④Thepeoplecon－

Cerning）werereportedtothepolice．

問23 SVC（Cほ過去分詞）

23．ドアは閉ざされたままだった。

Thedoorremained（①closin盲④closed④tobeclosed④bei喝Closing）．

さらに，以上の4項目についてその誤答傾向の推移を見てみよう。

一問4における誤答傾向の推移

（pretest）
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両テストにおいて（3）とマークした者が最も多かった。これほ「時制の一致」の規則を一般化

したがための誤りと考えられよう。

叩問10における誤答憤向の推移

（pretest）
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両テストにおいて（2）および（3）にマークした老が，両選択肢の合計で7付8割と大部分を占め

る。特に，（2）とマークする老が目立つ。慣用句についてほ，「頭から襲えておけ」ではなくて，

それを構成する各単語の意味についてよく説明し指導することが必要である。

－117－



2 写

2‘壬 モンク、イハ‾ンコ‾ウ【12】－イ

・つ，ノコ

ヱ

｛
ノ
ー

コ
ヽ
ン

）

ヽJ

）
ヽ．．′

）

叫ん

nU一‘1．9．nO戊リ

ノ

・
・
．

2
4
．
つ
】
ロ
リ
ハ
り

・
つ
4
3
つ
】

ト
、

コ
√
l
（
く

（
′1

6

n
U
7
－
1
6
の
U

）ん

・
Y
〟

・
・
．
・
．

6

5
8
9
出
り
爪
U

－1・一

3
2
・
l

ウ

ウ

、

6
1
5
5
爪
U
－
1
n
U

「
八
つ
ん
ス
5
一
q
3

、ノ

、ノ

〓

〓

2 年

22 モンク、イハ、ンコ、ウ【1コ コ

ヽ′ヽノー
h
r
，イ

．pし
〈

〉

”

〉
如

し
r
・
1
、
－
、
－
▲
り
、

、

2
3
d
．
1
r
，
ン

⊃
－
－
－
（
l
ム

こ

く

く
く

イ

・つ、ノコ

ユ

｛
ノ
、

コ
ヽ
ン

l一－

）
ヽ．′

ヽ
l
′

－

りん

l
り
リ
n
り
7

ハU

ノ

．

．

．

●

．

つ
】
只
H
．
．
→

5
nU

り
．
3
つ
】
3

ト
、

コ
ー
l
（
－
I

－

－

J「

ワ
ー
リ
リ
●
q

l
rtU

γ畑

・
γ
ル

・
・
・
－
・

ハ
t
リ
▲
・
1
い
じ
っ
一
つ
ー
ハ
U

6

・・－－1－－一

」ワ

・つ

、

つ
ん
、
7
5
8
3
n
リ

ス
9
ス
ー
1
・
－
－
1

、ノ

ヽノ

こ

こ

〉｛ノトイーじく

〉

ヽ′

｛ノ

ウ

〉

ユ

・
r
）
l
ノ
｝
｛
ノ
、

、

つ
」
3
J
．
1
r
、
ン

コ
i
－
1
－
1
ム

〓

く

′ヽ

く

一問12における誤答傾向の推移

（pretest）

コウコり l琴

シ、ユンイ 24 モンク、イハ、ンコ‾り【12】

｝

ヽl一－）

｝
l一－

叫ん

3
d
「
6
R
V
7

ノ

・
・
・
・
・

9
3
6
α
打
切
U

ウ
3
．
q

l

Lr
－

コ
ー
・
、
（
′
l
－
、
－
、

一句

6
A
「
．
8
8
リ
6

サ仲

・
ヤ
ル

・
・

9

5
9
5
抗
V
8

3
3
1

ウ

サ

、

5、

7
3
4
n
V
1

「
人
－
1
ス
5
6
2

ン

、ノ

こ

こ

くセイトウ〉

ヽ′

〉

｛ノ

′lノ

〉
ユ

L
r
－
・
－
一
－
－
－
ウ
、

、

2
3
4
L
r
シ

コ
（
J
l
′
－
ム

こ

く

くく

コウ⊃ウ 3 年

シ、ユンイ 23 モンク、イハ、ンコ、ウ L12 ユ

l
一
’
ヽ
一
一
－
ヽ
J

｝

ヽ
■
一

甘ん

3
7
n
U
8
9

ノ

・
・
・
・
・

つ
ー
9
7
ロ
リ
8

｛
ノ
4
つ
】
2

．
L
r

、

コ
（
一
l
r
．
－
1
′
、

爪リ

3
抗
V
∽
り
折
U
7

叫ん

・
肘
ん

．
．
．
．
．

6

－
1
つ
ん
8
8
の
U

2

3
つ
】
2

｛ノ

ウ

、

9
、
7
3
仇
じ
一
け
t
一

ス
3
ス
4
3
3

、ノ

、ノ

〓

こ

l苓

21 モンク‾イハ、ンコ、ウ【12】

くモイナウ〉

くコ、トウ〉

（2）

13）

（4）

くムトウ〉

くニシ、ヱウ〉

（posttest）

コウコウ

シ、ユンイ

l
ヽ一●一

l
t
′

■
l
l
一
，

ヽ一－一

Yゐ

n
U
ウ
リ
q
）
3
〇

一ノ

・
・
・

●

・

ハ
U
・
－
・
り
ー
ハ
り
‖
り

り
5
り
り
－
・

t
ト
ー

、

コ
一
l
′
－
－

－11く

nU

ハ
U
－
1
3
ご
U
8

γ仲

・
γ
相

・
・
・

●

・

ハリ

5
3
t
l

nU

nU

9

・つ

り

、

t→

ヽ

8
5
つ
ー
暮
1

8

ス
．
叫
ス

ヽ
ノ
ー
・
一
ヽ
ノ

こ

こ

3 年

25 モンク、イハ、ンコ、ウ〔12】

くセイトウ〉

くコ、トウ〉

（2）

（3）
（jJ

くムトウ〉

くこシ、ユウ〉

コウコウ
シ、ユンイ

）
ヽ．′

ヽ．／

ヽ
l
′
ヽ
－
一

叫ん

Q
U
－
1
－
1
n
U
‖
U

ノ

・
・
・
・
・

∩り

8
－
1
ハ
U

円U

・
り
っ
ん
・
1
6

t
h
一

、

コ

ー
ー
、
▲
－
・
・
－
J
－

3

つ
ー
7
8
n
U

′lU

γ付

・
ヤ
仙

・
・
・
一
・

G

・
－
一
9
つ
】
パ
リ
n
U

．q

1

3

ウ

り

、

つ
ー
、
5
3
J
．
｛
り
ハ
リ

ス
6
ス
・
1
‥
1
・
．
4

ヽノ

ヽノ

こ

こ

〉・り
lLr

イヒ
′ヽ

〉

〉

ハノ

｛ノ

〉

ユ

ー
r
、
J
、
ノ
ー
ノ
｛
ノ
、

、

っ
】
3
一
4
．
1
r
、
ン

⊃
－
1
－
I
′
－
ム

こ

′ヽ

く

く

両テストにおいて（2）及び（3）にマークされた誤答がほとんでであった。後置修飾の定着度が低

いことがわかった。また，高3のposttestの誤答傾向でほ（4）とマークした者が目立つ。

「関係した」に受動的意味か、を見つけられなかったものと思われる。

m問23における誤答傾向の推移

（pretest）分析なし。
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分析資料が少なく，まとまった事ほ言えぬが，誤答傾向にはらつきのあるのがわかる。「閉

ざされた」に受身の意味を見いだせない。また，S＋Ⅴ＋CあるいほS＋Ⅴ＋0＋CのCに過

去分詞がくると習得が困難になる傾向がある。

おぁりに

「英語表現演習テスト」を用いての指導期間ほおよそ1ケ月と短いものであった。授業期間中

にどのように使ったらよいのかを試行錯誤している間に，期間を終了してしまった感がある。し

かし，英語での自己表現へ至る過程で，生徒のつまずきとなる語法や文法事項等を，改良の余地

を多分に残したものでほあるが，オリジナルのテキストを用いて指導し，いくらかでもその成果

が現れたのは嬉しいことであった。

今後ほ／ミラグラフまで広げて，まとまりのある，首尾一貫した話を展開することができるよう

にする指導を研究し，生徒に英語で自己表現できる喜びを体験させてあげたいと思う。
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芙冨き義軍冤ブコ基葡墜冨考査

次の各問において、日本語の文の意環を表す英文を作ろうとするとき、最も適当と思わジれるものはどれか、

各問につきひとつだけ番号をマークしなきい。 （解答時間 30分）

（注意）マーク・シートの生徒番号の記入のしかた

1の穏¢ 中学生＝0、高校生＝1

2の湖¢ 学年

3の窃¢ 謡 （中学生：A・ヰ1、Bヰ2、C－す3）

4と5の欄¢ 番号（ま～9蕃の生徒は01～09と記入）

氏名の胡に漢字で記入する。

1．時計をラジオの将領に合わせた。

Ise七my
va七chく①

七0 ② wiもh ③ by ㊧in）七he ra郎0七i現e＄i即al．

2．彼の健康を案じた。

卜（① vorried ② ぱ0rried for ③ vas vorryin甚 ㊧ was worried abou七）his healもh．

3．あいつを説得することぐらい朝飯前だ。

Persuadin甚him
v＝Ibeく① before breakfas七 ②like bread and bu七もer ③ as easy a＄Pie

㊨ beyond my power）．

4．彼女は彼が勘定を払うことを号室く要求した。

Sheinsis七ed thaもheく① pay ② pays ③ paid ㊧ witlpay）七he bi＝

5．「彼の名前、何てったっろナ？」「のどまで出かかってるんだけど。J

“vhaも，s his na爪e a名ain？” 叫lも’s on七he七ip of田yく ① ton糾e ② 七hroaも ③ neck
㊨ mouth〉．

6．被はぷ蓋っちょで、電球をソケットにミまめることすらできない。

He，s all（① fingers ② thumbs ⑳ 七oes ㊨ 名10VeS）．He can，t even screw ali甚hも

bl‖b‾into a socke七．

7．彼は昨夜あんなにニンニクを食べなければよかったのに。

If
onlyく①

he did no七eat ② he had no七been eaten ③ he were noもeaもen ⑥ he had

noもeaten）so much ga‖ic tasも nigh七！

8．私はその少年の窟をたたいた。

ipaも七ed＼W tne boy●s sho11ider 甘 もhe boy onもhe shou；der る もhe boy
aももhe shou！der

．
′′：ヽ

．， ′礼

◎ on七he boy’s
shoulder）．

9．彼女は当時金持ちだったら外還していたのにと嘗った。

She said thatく①if she had had been rich at もha七 いme she would have had各One abl・Oad．

②if she vas rich at tha七time she vould have苫One abroad ③if she had been rich aも

that いme she vouほhave gone abroad ㊧if she were rich atもhat ti田e She vould have

名One abroad）．

10．彼ミま顔は知っているが、話したことばない。

l（① knov him by his face ② know him onlook ③ know him by hisIook ◎ knou hi瓜by

Si名h七〉，but‡have never talked to hi爪．

ユ1．私はどちらの富も持てない。

！（①can，t have bo七h shouほers ② canねke neither side ③ caR Carry nei七her shoulder

㊧ can’tlif七each side）．
12．関係した人達は顎察にとどけられた。

く①ThepeopleinvoIved ②Thecon？eC七edpeople ③Therelatedpeople ◎Thepeople

concerning）vere repor七ed 七o the pollCe．

i3．彼は演劇間男の専門家であった。
He vas an exper七On（① thea七rical七hin名S ② もheaもerもhinるS ③ 七hin各S Of七hea七er

◎ もhings theatrical）．

14．飛行桟はバリ上空を飛んだ。

The plane flev（① on（野＿OVer 電Ia与rO＄S ㊨beYOnd〉Paris・

15．お茶とコーヒーでばどちらが好さですか。

帥ich do youlike better，（①・七ea七hancoffee ② tea and co門ee ③ tea plus cofFee ㊧ もea

or co門ee）？
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16．ついにそのカエルもま動かなくなった。

At‡ast the fro名（①stopped七080Ve ②stopped茄OVin名 ③came not to move ㊧didn，t

come to ねOVe）．

17．扱が約束を破ったので頸にきた。

く①！t hit on叩head ②l七Came tO my head ③Head came to拡e ◎l甚Ot四ad aもhi辺）
because he broke his promi＄e．

18．彼女のロと心は義援だ。

①she does no七斑ean Vha七She says． ②Her幻Ou七h and heaI・t are differenも．

⑳ Her椚OUthis the opposite of her hear七．◎Uhat she saysis on七he o七her side oぞher hear七．

19・何か暖かいものを看たほうがよい。
′

You had bet七er wearく①varm some紬in名 ②so招e七hin名Varm 笹 some七hing varmly

各 someth盲n苫Va柑neSS）．
20．彼は親切にも遭を案内してくれた。

的e vas（①enou古llkind ②enoughもO
kind ③kindねenough ㊨kind enough）七o shov ne

the vay．

21．披は家族を養うため一生懸命に飽いた。

He vorked hard＄0七hat heく① mi名hもhave ② mi帥t ⑳ may ㊧ 招ay have）suppor七his family．

22．今、紙はもとの倍の値段で売られている。

Paperis now sold a七（①the
doubIe of ②double七he ③a double of ㊧ double a）fo柑er

p「ice．

23．ドアは㌍ざきれたままだっね。

The door re爪ained（① closin名 ② c！osed ③ to be ciosed ㊧ bein苫Closing）．
24．彼乙ま彼女の電話番号を書萱とめておけばよかったと思っている。

He vishes he（①has vrit七en ② vrote ⑳vri七es ◎ had vriモモen〉down her七elephone

nu和ber．

25．私が魔法使いであったら、これらの木の葉を硬貨に変えるのだが。

Iflく①vere ◎a巾 ③ had been ㊨ have been）a ma名ician，lvouldもurn帥eseleaves
into coins．
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学年別各問題の正答率（pos恍es七）
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